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６
月
17
日
、
午
後
２
時
か
ら
第
12
回
定
時
総

会
が
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
（
昭
島
市
民
会
館
）

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

藤
橋
忠
悟
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
光
富
宏
規

会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
大
分
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、
最
近
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
と
円
安
に
よ
り
物
価
高
等
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
状
況
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

事
業
実
績
は
前
年
度
か
ら
わ
ず
か
な
が
ら
で

は
あ
り
ま
す
が
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
数
は
過
去
最
高（
１
１
０
０
名
）
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
年
度
も
先
行
き
不

透
明
な
事
業
運
営
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

新
し
く
策
定
し
ま
し
た
第
４
次
中
期
計
画
に

基
づ
い
て
新
た
な
挑
戦
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
特
に
安
全
就
業
と
適
正
就
業
に
配
慮
し

会
員
の
増
強
と
生
涯
現
役
を
目
指
す
会
員
の

た
め
に
、
就
業
機
会
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
決
意
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。

来
賓
予
定
の
臼
井
伸
介
昭
島
市
長
は
、
議
会

出
席
中
の
た
め
閉
会
後
に
来
ら
れ
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

ご
出
席
頂
き
ま
し
た
、
井
上
信
治
衆
議
院
議

員
よ
り
お
祝
い
と
励
ま
し
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
内
山
真
吾
都
議
会
議
員
よ
り
お
祝
い
の
あ

い
さ
つ
と
健
康
寿
命
が
大
切
と
云
う
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
欠
席
さ
れ
た
三
田
俊
司
昭
島
市
議
会

議
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
議
会
中
の
折
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
司
会
者
の
代
読
に
よ
り
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

仮
議
長
の
選
出
に
進
み
、
仮
議
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
っ
た
光
富
宏
規
会
長
か
ら
は
、
開
会

宣
言
と
出
席
理
事
と
監
事
の
紹
介
後
、
総
会

当
日
の
登
録
会
員
数
は
１
１
４
１
名
で
、
出
席

者
は
93
名
、
委
任
状
６
２
１
名
、
議
決
権
行
使

１
８
８
名
、
議
決
権
総
数
は
９
０
２
名
と
な
り
、

定
款
第
18
条
に
よ
り
総
会
成
立
の
定
足
数
を

満
た
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
議
長
選
出
が
あ
り
、
議
長
に
光
富
宏
規

会
長
を
選
任
し
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告

（
１
）
第
１
号
報
告　

監
事
報
告
―
―
石
津
監
事

（
２
）
第
２
号
報
告　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
の
事
業
報
告

総
括 

― 
光
富
会
長

総
務
関
係
―
―
栗
原
副
会
長

兼
総
務
部
会
長

事
業
関
係
―
―
三
浦
常
務
理
事

兼
事
業
部
会
長

広
報
関
係
―
―
渡
邉
広
報
委
員
長

安
全
関
係
―
―
佐
々
木
安
全
管
理
委
員
長

■
議
事

（
１
） 第
１
号
議
案　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
計
算
書
類

等
の
承
認
の
件 

―
―
―
三
浦
常
務
理
事

（
２
）�

第
２
号
議
案　

定
款
の
一
部
改
正
の
承

認
の
件
―
―
―
―
―
―
―
―
―
光
富
会
長

 

■
質
疑
応
答　
　

発
声
な
し

議
案
が
承
認
さ
れ
、
議
長
の
閉
会
宣
言
に
よ

り
滞
り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

来
賓
の
臼
井
伸

介
昭
島
市
長
が

来
ら
れ
て
、
お
祝

い
の
あ
い
さ
つ
と

人
の
役
に
立
つ
こ

と
が
大
事
と
云
う

お
話
が
あ
り
、
市

長
の
音
頭
で
「
昭

島
大
好
き
と
昭

島
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
大
好

き
！
」
の
出
席
者

一
同
の
唱
和
も
あ

り
ま
し
た
。

第
12
回
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！
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４
月
１
日
時
点
で
令
和
４
年
度
の
年
度
会

費
等（
２
８
０
０
円
）が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

４
月
、
５
月
に
就
業
し
、
２
８
０
０
円
以

上
の
配
分
金
が
あ
る
方
は
配
分
金
か
ら
控
除

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
配
分
金
か
ら
控
除
が
で

き
て
い
な
い
方
や
、
就
業
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
年
度
会
費
等
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方

は
、
郵
送
で
お
届
け
し
た
「
年
度
会
費
納
入

依
頼
書
」に
基
づ
き
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
や
事
務
局
の
窓
口
で
簡
単
に
納

入
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
だ
年
度
会
費
等
を

納
め
て
い
な
い
方
へ

会
員
表
彰
式

第
７
回
定
時
総
会
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
班

長（
継
続
６
年
以
上
、
現
役
）、
第
８
回
定
時
総

会
か
ら
始
ま
っ
た
永
年
会
員（
20
年
以
上
、
現

役
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
地
域
班
長
が
３
名
、
永

年
会
員
が
10
名
の
併
せ
て
13
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
全
員
出
席
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
６
名
の
出
席
が
あ
り
、
代
表
し
て
徳
富

博
信
会
員（
永
年
会
員
表
彰　

平
成
13
年
４
月

19
日
入
会
）
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
徳
富
博
信
会
員
か
ら
謝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

永
年
会
員
（
入
会
年
・
在
会
期
間
）

・
糟
谷　

修
子

（
平
成
13
年
４
月
３
日
入
会
・
21
年
０
ヶ
月
）

・
福
島　

勇
一

（
平
成
13
年
４
月
19
日
入
会
・
21
年
０
ヶ
月
）

・
新　
　

道
治

（
平
成
13
年
４
月
19
日
入
会
・
21
年
０
ヶ
月
）

・
宮
崎　

好
子

（
平
成
13
年
４
月
19
日
入
会
・
21
年
０
ヶ
月
）

・
唐
沢　

公
夫

（
平
成
13
年
４
月
19
日
入
会
・
21
年
０
ヶ
月
）

・
徳
富　

博
信

（
平
成
13
年
４
月
19
日
入
会
・
21
年
０
ヶ
月
）

・
奥
山　
　

毅

（
平
成
13
年
６
月
５
日
入
会
・
20
年
10
ヶ
月
）

・
坪
井　

康
臣

（
平
成
13
年
７
月
19
日
入
会
・
20
年
９
ヶ
月
）

・
仙
波　

富
子

（
平
成
13
年
11
月
15
日
入
会
・
20
年
５
ヶ
月
）

・
木
村　

香
代
子

（
平
成
14
年
２
月
21
日
入
会
・
20
年
２
ヶ
月
）

会
員
表
彰
者
　
一
覧

地
域
班
長
（
地
域
班
・
班
長
在
職
期
間
）

・
織
部　

伸
彦（

中
神
町
瑞
雲
２
班
・
６
年
９
ヶ
月
）

・
善
養
寺　

裕
（
朝
日
町
２
班
２
・
６
年
９
ヶ
月
）

・
柳
瀬　

滋
治（

中
神
町
福
島
班
・
６
年
６
ヶ
月
）

令和4年夏季号 シルバーあきしま
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４
月
定
例
理
事
会
（
４
月
25
日
）

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
26
名
、
女
性

９
名
計
35
名
）

・
令
和
３
年
度
事
業
報
告
（
案
）
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
収
支
決
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
監
査
計
画
に
つ
い
て

・
第
12
回
定
時
総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
つ
い
て

・
第
12
回
定
時
総
会
の
開
催
に
係
る
通
知
等
に
つ
い

て
・
表
彰
に
つ
い
て

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
よ
り

・
第
12
回
定
時
総
会
開
催
に
伴
う
役
割
分
担
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
総
務
部
会
よ
り
第
12
回
定
時
総
会
表
彰
対
象
者
に

つ
い
て
地
域
班
長
の
対
象
者
は
３
名
、
永
年
会
員

の
対
象
者
は
10
名
と
し
ま
す
。

・
事
業
部
会
よ
り
新
規
受
注
状
況
と
第
７
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
参
加
し

ま
し
た
。

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
定
例
理
事
会
（
５
月
30
日
）

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
10
名
、
女
性

３
名
計
13
名
）

・
就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
２
２
１

件
、
延
１
０
４
２
名
）

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
第
12
回
定
時
総
会
に
お
け
る
進
行
手
順
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
第
13
回
定
時
総
会
の
開
催
日
に
つ
い

て

　

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
事
業
部
会
よ
り
昨
年
度
同
様
、
筆
耕
講
習
会
、
接

遇
研
修
の
実
施
を
予
定
す
る
。
ま
た
、
企
業
訪
問

に
つ
い
て
は
16
保
育
所
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

・
安
全
管
理
委
員
会
よ
り
安
全
支
援
員
会
議
を
７
月

29
日
に
開
催
す
る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
安
全
標

語
の
募
集
は
テ
ー
マ
（
転
倒
・
転
落
事
故
防
止
）

に
決
定
し
た
。

・
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
よ
り
各

地
区
の
活
動
状
況
は
従
来
か
ら
の
活
動
者
が
、
高

齢
化
や
健
康
上
の
理
由
で
減
少
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
定
例
理
事
会
（
６
月
27
日
）

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
８
名
、
女
性

５
名
計
13
名
）

・
就
業
契
約
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
６
件
、

延
９
名
）

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
総
務
部
会
よ
り
令
和
４
年
度
理
事
・
地
域
班
長
全

体
会
議
及
び
役
員
研
修
に
つ
い
て
、
第
１
回
目
の

開
催
は
９
月
16
日
を
予
定
し
、
２
部
制
で
計
画
を

進
め
る
。

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
令
和
５
年
10
月
か
ら
施
行
が

予
定
さ
れ
て
い
る
）
に
つ
い
て
、
今
後
理
事
が
勉

強
会
等
を
通
じ
て
認
識
し
て
ゆ
く
。

本
年
度
の
「
昭
島
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
の

実
行
委
員
会
を
６
月
29
日
に
開
催
し
、
実
施
の
検

討
を
す
る
。

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

会
報
「
い
ず
み
」
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
」

広
報
委
員
募
集
中

本
紙
「
い
ず
み
」
を
編
集
・
発
行
す
る
広
報

委
員
会
で
は
、
現
在
欠
員
が
出
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
編
集
作
業
を
お
願
い
す
る
会
員
を
公

募
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
メ
ー
ル
の
送
受
信
で
、
原

稿
や
画
像
の
や
り
取
り
が
で
き
る
方
を
希
望
し

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
の
村
井
、

吉
本
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
0
4
2
-5
4
4
-7
0
6
0
）
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令
和
４
年
度
の
熱
中
症
予
防
行
動

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
新
し
い
生

活
様
式
で
の
熱
中
症
予
防
行
動
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
３
密
を
避
け
つ
つ
、
周
囲
か
ら
も
積
極
的
な

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」

①
身
体
的
距
離
の
確
保

②�

マ
ス
ク
の
着
用
（
屋
外
で
、
人
と
十
分
な
距
離
が

と
れ
て
い
る
時
は
マ
ス
ク
を
外
し
ま
し
ょ
う
！
）

③�

手
洗
い
の
実
施
や
３
密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）

を
避
け
る

こ
ち
ら
の
３
点
を
主
に
取
り
入
れ
た
日
常
生
活
の

こ
と
で
す
。

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
皮
膚
か
ら
熱
が
逃
げ
に

く
く
な
っ
た
り
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
脱
水
に

な
る
な
ど
、
体
調
管
理
が
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま

す
。
暑
さ
を
避
け
、
水
分
を
摂
る
な
ど
の
「
熱
中
症

予
防
」
と
、
マ
ス
ク
着

用
な
ど
の
「
新
し
い
生

活
様
式
」
を
両
立
さ
せ

て
、
熱
中
症
に
な
ら
な

い
よ
う
注
意
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

令和 3 年度 傷害・賠償事故例

傷
害
事
故

No.発生月 性別 年齢 事故型 事故の状況 部位 対策

1

６月

男 71 切れ、
こすれ

植木の手入れ中、切った枝や葉が木の上
に乗っていたので、手で払っていると、
体に刈込ハサミが引っ掛かり、右手首付
近を刈込ハサミで切ってしまった

右手首付近 
の裂傷

安全を確認をしてから道具
を使用すること。

2 男 72 転落
自転車管理業務中、フェンス近辺の枝落
としをしていたところバランスを崩し転
倒。頭部を室外機に打ち付けた。

頭部挫傷
作業する前に危険個所の確
認を怠らないようにするこ
と。

3 男 83 衝突
道路除草作業中、一つの現場が終わり、
次の現場へ向かう際、自転車で道路を直
進していると、左側から踏切を渡った車
が直進してきて衝突した。

両肘、背中
の創傷、

打撲
自転車も一時停止すること。

４ ９月 男 73 転倒
就業を終え、買い物後に自転車で帰宅中、
道路の割れ目に前輪がはまりハンドルを
取られ前方に転倒した。

両足の
捻挫、創傷

荷物が多い状態で自転車の
運転をしないこと。

5

２月

男 79 転落
学校管理業務に就業中、校内の見回りの
ために階段を一段飛ばしで上っていたと
ころ、手すりをつかみ損ねて後ろに転倒
した。

腕、肩、足
の骨折、

打撲
一段飛ばしで階段を上がら
ないこと。

6 女 73 転倒
広報配布中、自転車の前かごの配布物を
取り出す際、段差に足を引っかけてしま
い転倒してしまった。

足、手指の
骨折 周囲の安全確認をすること。

7

３月

男 79 転倒
植木の手入れ中、軽トラックの荷台の上
で作業をしており、脚立に乗って地上に
降りる際にバランスを崩して転倒してし
まった

肩の脱臼
トラックの荷台のようなバ
ランスの悪い所で作業しな
い。

8 男 68 転倒
公園内の池清掃作業中に足元の苔に足を
滑らせて転倒。デッキブラシを手に持っ
たままお尻から着地し、右手親指を石に
強打してしまった。

手首の打撲
池のような滑りやすい場所
での作業は安全確認を怠ら
ないようにすること。

賠
償
事
故

No. 発生月 性別 年齢 事故型 事故の状況 被害品 対応

1 12 月 男 79 器物
損壊

ガス検針作業就業中、ガスメーターを確認
しようとしたが、自転車で道がふさがれて
いたため、やむを得ず被害者宅の敷地内か
ら、家と車の間を通り、隣家のガスメーター
を確認した際、腰につけているプリンター
が車に接触し、傷をつけてしまった。

ワゴン車の
背面および

左側面
１月示談

382,790 円 ( 代車代含む )

2 １月 女 77 器物
損壊

室内清掃中、トイレの便器を歯ブラシで掃
除し、トイレシートで全体を拭き、水を流
した時、歯ブラシを見失ってしまい、便器
に流してしまった。すぐに便器に手を入れ
て拾おうとしたが、見つからなかった。

トイレの便器 ３月示談
63,130 円

安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令和4年夏季号 シルバーあきしま
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昭
和
町　

金
野　

義
春

私
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
と

な
っ
て
約
５
年

と
な
り
、
令
和

４
年
３
月
15
日

に
、
昭
和
記
念

公
園
近
く
に
新
規
オ
ー
プ
ン
し
た
食
品
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
ス
ー
パ
ー
「
フ
ー
コ
ッ
ト
」
昭
島
店
で
、
お

客
様
が
使
用
し
た
買
物
カ
ー
ト
と
買
物
か
ご
を
店
舗

内
に
回
収
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

買
物
カ
ー
ト
と
買
物
か
ご
置
き
場
は
、
１
階
の
外

と
２
階
屋
上
に
あ
る
駐
車
場
の
店
舗
入
り
口
近
く

に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
か
所
ず
つ
あ
り
ま
す
。

午
前
は
10
時
半
か
ら
午
後
２
時
半
ま
で
の
４
時
間

と
、
午
後
は
２
時
半
か
ら
６
時
半
ま
で
の
４
時
間
の

２
交
代
で
の
シ
フ
ト
就
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
の
た
め
に
歩
く
こ
と
で
体
作
り
に
も

役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
小
さ
な
子

ど
も
に
会
っ
て
声
を
か
け
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」と
返
事
が
あ
る
と
自
分
の
心
の
喜
び
を
感
じ
、

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
か
ら
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
に
つ
い
て
の
勉
強
会
が
、
セ

ン
タ
ー
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
一
同
、

今
後
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
施
行
さ
れ
た
場
合
に
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
が
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
施
行
さ
れ
た
場
合
の

セ
ン
タ
ー
へ
の
影
響
」

消
費
税
制
度
で
は
売
上
の
消
費
税
額
か
ら
仕
入
の

際
の
消
費
税
額
（
仕
入
税
控
除
）
を
引
い
た
額
が
納

税
額
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
）
が
導
入
さ
れ
る
と
仕
入
税
額

の
控
除
が
で
き
る
の
は
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

の
登
録
申
請
書
を
税
務
署
に
提
出
し
た
事
業
者
だ
け

に
な
り
ま
す
。

請
負
で
就
業
す
る
シ
ル
バ
ー
の
会
員
は
、
個
人
事

業
者
と
見
な
さ
れ
、
収
入
（
配
分
金
）
が
一
千
万
円

以
下
の
た
め
、
免
税
事
業
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
お

り
、
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
税
務
署
に
事
業
者
登
録

を
し
な
け
れ
ば
仕
入
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
。
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
配
分
金
に
含
ま
れ
る
消
費
税
の
取
り
扱
い
が

変
更
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
段
階
的
な
経
過

就
業
体
験
記

就
業
体
験
記

カ
ー
ト
回
収
作
業

パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

拝
島
第
一
小
学
校
編（
多
摩
辺
中
学
校
地
区
）

拝
島
町　

池
田　

清

私
が
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て

か
ら
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
た
最
初
の
日
に
、
都
立

拝
島
高
校
北
側
駐
車
場
で
ア
ラ
イ
グ
マ
２
匹
を

見
つ
け
、
昭
島
市
役
所
環
境
課
保
全
係
に
連
絡

し
、１
匹
を
捕
獲
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
で
は
登
校
す
る
児
童
の
顔
と
登
校
時
間
が

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
か
ら
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
月
・
金
曜
日
の
下
校
時
に

通
学
路（
小
学
校
周
辺
、
緑
町
三
丁
目
、
拝
島
天

神
付
近
）
の
見
守
り
を
行
い
、
火
・
水
・
木
曜
日

に
は
、
拝
島
町
一
丁
目
８
番
交
差
点
で
登
校
時

の
見
守
り
を
し
て
い

ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
こ
と
で
私
自
身
、
規

則
正
し
い
生
活
が
で

き
、
健
康
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
見
守
り
活
動
は

続
け
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

適
格
請
求
書
発
行
事
業
所

　「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」の

　
　
理
事
・
監
事
勉
強
が
開
催
さ
れ
る
！
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措
置
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
ま
ま
実

施
さ
れ
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
多

大
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
全
国

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
や

東
京
し
ご
と
財
団
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
検
討
に
係
る
委
員
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
現
在
検
討
中
で
す
。
（
詳
細
が
分

か
り
次
第
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
）

「
就
業
相
談
の
日
」
に

来
ら
れ
た
方
の
そ
の
後

皆
さ
ん
！
「
就
業
相
談
の
日
」
は
ご
存

じ
で
す
か
？　

会
報
「
い
ず
み
」
で
も
ご

案
内
し
て
い
ま
す
が
毎
月
第
一
火
曜
日
午

前
9
時
30
分
か
ら
２
時
間
程
度
セ
ン
タ
ー

２
階
事
務
所
に
て
、
担
当
理
事
２
名
で
お

仕
事
探
し
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
仕
事
を
お
探
し
の
方
、
ぜ
ひ
、
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
屋
外
清
掃
業
務

（
女
性
、
４
月
よ
り
就
業
開
始
）

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管
理
業
務

（
男
性
、
６
月
よ
り
就
業
開
始
）

●
カ
ー
ト
回
収
業
務

（
男
性
、
６
月
よ
り
就
業
開
始
）

●
広
報
配
布
業
務

（
女
性
、
６
月
よ
り
就
業
開
始
）

●
エ
コ
・
パ
ー
ク
管
理
業
務

（
男
性
、
７
月
よ
り
就
業
開
始
）

●
保
育
補
助
業
務

（
女
性
、
７
月
よ
り
就
業
開
始
）

●
屋
内
清
掃
業
務

（
女
性
、
７
月
よ
り
就
業
開
始
）

●
駐
輪
場
管
理
業
務

（
男
性
、
７
月
よ
り
就
業
開
始
）

会
報
「
い
ず
み
」
の
編
集
に
携
わ
り

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
セ
ン

タ
ー
事
務
所
の
皆
さ
ま
、
理
事
役
員
の

方
々
の
ご
苦
労
、
そ
し
て
、
会
員
の
皆

様
の
就
業
に
取
り
組
む
真
面
目
な
姿
勢

に
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

先
日
あ
る
記
事
で
、「
料
理
の
鉄
人
」

こ
と
和
食
料
理
人
道
場
六
三
郎
氏
は

「
流
水
濁
ら
ず
、
忙
人
老
い
ず
」
と
の

言
葉
を
信
念
と
さ
れ
て
い
る
。
料
理
人

歴
７
０
年
を
超
え
、
９
１
歳
の
今
も
、

日
課
は
４
０
０
０
歩
以
上
歩
き
、
調
理

場
に
立
ち
、
新
し
い
料
理
の
ア
イ
デ
ア

を
生
み
出
し
て
い
る
。
と
の
内
容
が
あ

り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
が
体
を
動
か
し
、
汗
を

か
き
な
が
ら
就
業
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
「
忙
人
老
い
ず
」
の
お
手

本
の
よ
う
で
、
健
康
長
寿
で
生
き
が
い

に
な
り
、
社
会
に
も
寄
与
す
る
仕
事
を

続
け
ら
れ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
毎
日
や
る
こ
と
が
あ
る
し
、
ボ

ケ
に
は
ま
だ
間
が
あ
る
と
思
い
つ
つ
も

筋
力
低
下
は
確
実
に
実
感
す
る
昨
今
。

心
身
共
の
抗
老
化
に
自
助
努
力
を
続
け

る
つ
も
り
で
は
い
ま
す
。
尾
形　

幸
雄

「就業相談の日」「「就業相談の日就業相談の日」」
毎月第1火曜日
◇9：30～11：30 
 センター事務所 2階
※担当理事が相談をお受けします

令和4年夏季号 シルバーあきしま
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転倒・墜落事故防止令和４年度安全就業標語のテーマ

　

「安全就業標語」の募集

●締 切 日 　令和4年8月26日（金）
●申込方法　一人３作品まで、所定の応募用紙に記入して事務局へ提出してください。
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出席された表彰会員と光富会長

昭和公園池清掃作業 公園の除草作業

井上信治衆議員議員

内山真吾都議会議員 臼井伸介市長

第
12
回
定
時
総
会
の
来
賓
挨
拶

昭島大好き！
昭島市シルバー人材センター

大好き！！


